
第13回日本集団災害医学会総会　一般演題採択結果

【２月１１日（２日目）】

セッション
No.

セッション名
演題
No.

代表演者名 演題名 日 時間 会場

G32-1 岩崎　弘子 刈羽郡総合病院における院内支援統括DMATでの看護師の役割 11 9:00-9:50 大ホール
G32-2 井上　潤一 被災地における医療体制をいかに立ち上げるか―中越沖地震のDMAT運用経験から― 11 9:00-9:50 大ホール
G32-3 金谷　洋平 新潟中越沖地震における現場医療活動 11 9:00-9:50 大ホール
G32-4 岩間　直 中越沖地震発生時の近隣地域のDMAT出動における考察 11 9:00-9:50 大ホール
G32-5 林　達彦 村上総合病院の中越沖地震に対する新潟DMATとしての救急医療活動 11 9:00-9:50 大ホール
G33-1 内海　清乃 大規模災害時における病院職員参集に関する意識調査 11 10:25-11:05 中ホール300
G33-2 武井英理子 災害時の医療機関の機能維持に関する研究―ライフラインの供給途絶を防ぐ― 11 10:25-11:05 中ホール300
G33-3 赤沼　雅彦 自衛隊の災害派遣(医療支援)に関するアンケート調査結果―第2報：災害拠点病院の経年的変化― 11 10:25-11:05 中ホール300
G33-4 大原　美保 首都直下地震時における災害拠点病院への重症患者搬送数の推計 11 10:25-11:05 中ホール300
G34-1 福本　一朗 スウェーデンの災害医療体制と防衛災害医学教育 11 11:10-12:00 中ホール300
G34-2 岩崎　安博 医学生・看護学生に対する災害訓練参加による実践的災害医療教育 11 11:10-12:00 中ホール300
G34-3 宮木　大 医学部学生、初期臨床研修医に対してのトリアージ訓練は有用か？ 11 11:10-12:00 中ホール300
G34-4 勝見　敦 卒後臨床研修に災害医学教育は必須である 11 11:10-12:00 中ホール300
G34-5 山中　望 千葉科学大学医療系コースにおける災害医療教育の取り組み 11 11:10-12:00 中ホール300
G35-1 本村　友一 佐賀と竜巻 11 9:00-10:10 中ホール200
G35-2 塩澤　幹雄 三宅島噴火における避難、帰島に伴うストレス関連患者について―受診者を対象にしたアンケート調査― 11 9:00-10:10 中ホール200
G35-3 渡部　厚 九十九湾トンネル内大型バス追突事故の検討 11 9:00-10:10 中ホール200
G35-4 布施　明 GSW傷病者に対する現場医療活動の安全確保についての検討 11 9:00-10:10 中ホール200
G35-5 川本　瑞穂 事件現場（立てこもり事件）での救急対応 11 9:00-10:10 中ホール200
G35-6 大須賀　章倫 航空機乱気流事例から明らかになった災害対応の問題点 11 9:00-10:10 中ホール200
G35-7 川内　敦文 航空機胴体着陸事故への対応と今後の空港災害医療体制について 11 9:00-10:10 中ホール200
G36-1 原口　義座 NBC災害への取り組み―インフルエンザアウトブレイク対策も含め、近年の課題を中心に― 11 10:15-10:55 中ホール200
G36-2 氏川　翔 感染症スクリーニングのためのサーモグラフィとマイクロ波レーダーを併用した検疫用・新型有病者探知システムの開発 11 10:15-10:55 中ホール200
G36-3 森　那美子 看護師養成課程における生物災害教育に関する検討 11 10:15-10:55 中ホール200
G36-4 永田　知映 生物テロ図上訓練セミナーの報告 11 10:15-10:55 中ホール200
G37-1 赤坂　理 当院における「NBCテロに対する標準的診療手順」を用いた災害訓練 11 11:00-11:40 中ホール200
G37-2 川嶋　隆久 神戸メディカルラリーを通した化学災害テロ対応能力の評価 11 11:00-11:40 中ホール200
G37-3 阿南　英明 NBCテロに対する標準的診療手順」を用いたNBCテロ災害教育 11 11:00-11:40 中ホール200
G37-4 島田　靖 NBCテロにおける現場初期対応手順の検討と訓練 11 11:00-11:40 中ホール200
G38-1 佐橋　昭 大災害時瓦礫の下にもぐる人命救助ロボットの基礎研究 11 13:45-14:35 中ホール200
G38-2 請川　洋 災害支援活動現場における可視光硬化外固定医療材料の有用性に関する考察(第一報) 11 13:45-14:35 中ホール200
G38-3 内山　尚志 災害時被災者発見アニマルセンサーの開発―非嗅覚刺激との比較― 11 13:45-14:35 中ホール200
G38-4 織田　豊 ウツタイン評価を用いた高抗堪性医用機器設計手法の基礎研究 11 13:45-14:35 中ホール200
G38-5 福田　賢一郎 Confined Space におけるAirway Scope の使用経験 11 13:45-14:35 中ホール200
G39-1 堀内　義仁 病院における「緊急地震速報」システム導入にむけての課題 11 14:40-15:40 中ホール200
G39-2 竹島　茂人 デジタルペンを使用した新トリアージタッグシステムについて―屋外での大量傷者搬送訓練に通信衛星を併用した実証実験・訓練報告 11 14:40-15:40 中ホール200
G39-3 小倉　真治 災害時医療支援情報システム(GEMSIS PLUS)によるメディカルコントロール 11 14:40-15:40 中ホール200
G39-4 設楽　恵子 病院での緊急地震速報システムの活用についてのアンケート 11 14:40-15:40 中ホール200
G39-5 冨岡　譲二 多数傷病者のオンライン登録システム(第二報) 11 14:40-15:40 中ホール200
G39-6 中川　隆 Mass gatheringにおける医療チーム位置情報システムの試用経験 11 14:40-15:40 中ホール200
G40-1 11 9:00-9:40 102
G40-2 大津谷　耕一 大阪千里メディカルラリーで経験した、大事故災害時医療支援の課題 11 9:00-9:40 102
G40-3 小林　誠人 災害医療教育におけるメディカルラリーの有用性 11 9:00-9:40 102
G40-4 橘田　要一 災害対策マニュアルの周知方法に関するE-learningの効果と可能性 11 9:00-9:40 102
G40-5 三浦　友也 eラーニングを用いた院内災害教育の検討～各職種別による受講率の割合より～ 11 9:00-9:40 102
G41-1 瀬浦　正義 事故検証から学ぶMIMMSのCSCA 11 9:45-10:45 102
G41-1 井　清司 当院の災害医療教育の課題 11 9:45-10:45 102
G41-2 秋武　友和 災害現場対応における教育システムの検討―チームでの学習体験を通して― 11 9:45-10:45 102
G41-3 橋口　尚幸 出雲地区における災害教育および訓練の効果とその問題点 11 9:45-10:45 102
G41-4 西野　正人 受け入れ病院側を対象に開発された英国の災害教育システムHospital MIMMS(Hospital Major Incident Medical Management and Supp 11 9:45-10:45 102
G41-5 中田　康城 エマルゴ・トレーニング・システムを用いた多数傷病者対応演習～“兵”だけでなく“将”のための災害医療シミュレーション教育～ 11 9:45-10:45 102
G42-1 丸山　嘉一 日本赤十字社における国内救護・国際救護に関する人材教育 11 10:50-11:50 102
G42-2 白子　隆志 自然災害・戦傷外科セミナーの開発 11 10:50-11:50 102
G42-3 小澤　修一 院内、県内、国内、海外の医療従事者に対する災害医療研修 11 10:50-11:50 102

演題取り下げ

中越沖地震におけるDMATＧ３２

災害に関する調査Ｇ３３

災害医学教育Ｇ３４

災害事例2Ｇ３５

生物災害Ｇ３６

NBCＧ３７

Ｇ４０

災害医療研修2Ｇ４１

災害医療におけるハイテク機器Ｇ３８

災害医療におけるITシステムＧ３９

第１会場：大ホール　　　第２会場：中ホール300　　　第３会場：中ホール200　　　第４会場：１０２号室　　　第５会場：１０１号室

災害医療研修3Ｇ４２

災害医療研修1



第13回日本集団災害医学会総会　一般演題採択結果

【２月１１日（２日目）】

セッション
No.

セッション名
演題
No.

代表演者名 演題名 日 時間 会場
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G42-4 中島　康 国際緊急援助隊救助チーム医療班隊員養成研修報告 11 10:50-11:50 102
G42-5 吉村　晶子 大規模災害時の医療連携向上を目指して～瓦礫救助医療訓練施設の可能性～ 11 10:50-11:50 102
G42-6 秋冨　慎司 瓦礫の下の医療の実践のために必要な訓練プログラムについて 11 10:50-11:50 102
G43-1 原口　義座 大災害時における全国的対応体制を想定した新しいトリアージシステムの試み 11 9:00-10:10 101
G43-2 原口　義座 災害医療の理念の検討―災害医療大系との関係も踏まえて― 11 9:00-10:10 101
G43-3 高田　宗春 病院の災害対応策におけるオブジェクト指向 11 9:00-10:10 101
G43-4 吉　紀三 民間医療機関における、迅速な災害医療活動実践の要素 11 9:00-10:10 101
G43-5 金井　歳雄 “災害対応病院機能レベル”の分類とそれに応じた施策の整理―発災直後の病院機能立ち上げのために― 11 9:00-10:10 101
G43-6 荒木　康弘 シミュレーションによる地震災害時多数傷病者搬送問題に関する研究 11 9:00-10:10 101
G43-6 石原　哲 災害急性期における医師会対応の検討 11 9:00-10:10 101
G44-1 加藤　雅彦 新潟県中越沖地震における現地医療支援の活動報告 11 10:15-10:55 101
G44-2 八木　正晴 新潟県中越沖地震における日本赤十字社本社救護班活動報告 11 10:15-10:55 101
G44-3 實金　健 新潟県中越沖地震における日本赤十字社岡山県支部の災害救護活動 11 10:15-10:55 101
G44-4 石橋　悟 災害時救護班の役割を明確にするために 11 10:15-10:55 101
G45-1 仲　祐司 災害拠点病院としての当院の現状 11 11:00-11:50 101
G45-2 森野　一真 山形県における災害拠点病院の課題 11 11:00-11:50 101
G45-3 石井　史子 岡山県災害拠点病院の連携活動 11 11:00-11:50 101
G45-4 井　清司 九州沖縄地区の災害拠点病院の連絡協議会 11 11:00-11:50 101
G45-5 原口　義座 災害医療対応に向けての広域医療施設間ネットワーク―国立病院機構間連携活動の試みと全国災害拠点病院間の連携へ向けて― 11 11:00-11:50 101

中越沖地震における組織的支援Ｇ４４

災害拠点病院Ｇ４５

災害医療の新たな視点Ｇ４３


